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 要 旨   
 前脳でセロトニンの源となる背側縫線核は攻撃性の増長における神経制御に関与してい

る。GABAAと GABAB受容体は背側縫線核に発現し、セロトニンの神経活性を制御し、ア

ルコールによる行動影響の制御で重要な役割をしている。本研究の目的は攻撃行動におけ

る背側縫線核の GABA 受容体への薬物作用とアルコールとの相互作用を調べることであ

る。メスと一緒にオスの CFW マウスを飼育し、オペラント条件づけパネルからエタノール

（1.0 g/kg）や水を自分で摂取するようにトレーニングした。エタノールや水を摂取後、動

物の背側縫線核に GABA 作動性薬剤を注入し、10 分後に攻撃性行動を調べた。GABAA受

容体アゴニストである muscimol（0.006 nmol）はアルコールによって増大する攻撃性をよ

り強めたが、エタノール非存在下では影響が見られなかった。muscimol の影響はアルコー

ルによって攻撃性が増した動物でのみ見られ、アルコールを摂取しても攻撃性が水と比べ

て減少あるいは変化しなかった動物では影響が見られなかった。一方、GABAB受容体アゴ

ニストである balcofen（0.06 nmol）は水でもエタノールでも同様に攻撃性行動を増大させ

た。GABAA受容体アンタゴニストである bicuculine（0.006 nmol）、GABAB受容体アンタ

ゴニストである phaclofen（0.3 nmol）はエタノールによって誘導される攻撃性増大を抑制

しなかった。以上より、背側縫線核の GABAA 受容体はアルコールによる攻撃性増大の 1
つの神経生物学的ターゲットであると示唆された。背側縫線核の GABAB受容体の活性化は

攻撃性を増大させるが、アルコールの影響とは無関係であった。 
 
 
 
 

 




